
Ⅱ 研究学校（地区）指定計画

１ はじめに

教 育 活 動 の 展 開 に 当 た っ て は 、 「 計 画 ・ 実 施 ・ 評 価 」 の サ イ ク ル の 中 で 、 学 校 や 教 師 が 創 意

工 夫 等 に よ る 改 善 を 加 え る こ と に よ り 、 更 に 効 果 的 に す る こ と が 必 要 で あ る 。

こ の た め 、 各 学 校 で は 、 地 域 や 学 校 あ る い は 児 童 生 徒 の 実 態 に 関 す る 調 査 、 こ れ ま で 実 施 し

て き た 教 育 活 動 に つ い て の 評 価 等 を 通 し て 、 効 果 的 な 教 育 活 動 の 展 開 を 図 る よ う 研 究 実 践 に 努

め な け れ ば な ら な い 。

学 習 指 導 要 領 に 基 づ く 教 育 過 程 の 実 施 に 当 た っ て 、 総 合 的 、 実 践 的 か つ 先 導 的 研 究 開 発 に 関

す る 参 考 資 料 を 各 学 校 に お い て 整 備 す る こ と は 、 重 要 な こ と で あ る 。

し た が っ て 、 県 教 育 委 員 会 は 、 文 部 科 学 省 の 研 究 学 校 （ 地 区 ） 指 定 の ほ か 、 地 域 の 実 情 等 を

考 慮 し な が ら 、 計 画 的 に 研 究 学 校 （ 地 区 ） を 指 定 し て 研 究 を 委 嘱 し 、 そ の 研 究 成 果 の 普 及 を 図

り 、 個 々 の 学 校 の 創 意 あ る 教 育 活 動 の 展 開 を 促 進 ・ 援 助 す る も の で あ る 。

２ 研究学校（地区）指定計画の構想

(1) 研 究 学 校 （ 地 区 ） 指 定

研 究 学 校 （ 地 区 ） 指 定 は 、 学 校 種 別 、 規 模 、 地 域 の 実 情 等 を 考 慮 し て 行 う 。

(2) 研 究 領 域

研 究 領 域 は 、 学 校 経 営 全 般 に わ た る が 、 各 教 科 ・ 道 徳 ・ 特 別 活 動 等 の 調 整 を 図 り 、 研 究

学 校 （ 地 区 ） に お け る 全 教 職 員 が 研 究 参 加 で き る 領 域 と な る こ と を 原 則 と す る 。

(3) 研 究 の 促 進 ・ 援 助

研 究 学 校 （ 地 区 ） 指 定 に お い て は 、 開 発 に 重 点 を 置 い た 研 究 を 推 進 す る た め に 、 所 管 課

が 次 の 事 項 に つ い て 研 究 学 校 （ 地 区 ） に 対 し 、 指 導 ・ 援 助 す る 。

① 研 究 の 進 め 方 に つ い て

② 研 究 過 程 に お け る 実 践 に つ い て

③ 研 究 の 総 括 的 な 評 価 の 在 り 方 に つ い て

④ 研 究 成 果 の ま と め 方 に つ い て

(4) 研 究 成 果 の 普 及

所 管 課 は 、 研 究 成 果 や 情 報 を 学 校 が 継 続 し て 組 織 的 に 利 用 で き る よ う に 、 普 及 活 動 の 強

化 を 図 り 、 そ の 成 果 が 各 学 校 の 実 践 に 生 か さ れ る よ う に す る 。

(5) 経 費

県 教 育 委 員 会 は 、 市 町 村 立 学 校 に 対 し 、 研 究 学 校 の 調 査 ・ 研 究 に 必 要 な 経 費 と し て 、 定

め る 額 を 補 助 す る 。

(6) そ の 他

研 究 学 校 （ 地 区 ） の 詳 細 な 実 施 要 領 は 所 管 課 が 作 成 し 、 指 定 学 校 （ 地 区 ） に 配 付 す る 。



３ 研究学校（地区）指定事業計画
(1) 文部科学省研究学校（地区）指定事業計画

（関係課主管指定校）

課 事 業 名 目 的 指 定 期 間 研究学校(地区)名

教 ①中高一貫教育実践研究 学校の個性化・多様化の一環として、県立 1 2 ～㍻1 3 富岡高校川内分校平 成 年 度 年 度
育 事業 高等学校及び市町村立中学校を実践協力校 川内中学校川 内 村 立
指 として指定し、教科指導、生徒指導、特別
導 活動指導、高等学校の入試方法等、中高一
課 貫教育の内容・方法や中高の接続の方法に

ついて実践研究を行う。

平 成 年 度 年 度 郡 山 市 立 緑 丘 第 一 小 学 校①先進的教育用ネットワ 教育センターを拠点として学校を高速回線 1 0 ～㍻1 5 ｹ
ークモデル地域事業 で接続する地域教育用ネットワークにおい 安積中学校郡 山 市 立

て、学校教育におけるインターネットの有 行健中学校郡 山 市 立
効活用や地域教育用ネットワークの在り方 福 島 南 高 等 学 校
に関する先導的研究開発を行う。 福島明成高等学校

郡山北工業高等学校
福 島 市 立 福 島 市 立 福 島 市 立 福 島 成 蹊 女 子 高 等 学 校福島第三小学校 吉井田小学校 野田中学校
福 島 市 立 福 島 市 立 福 島 市 立 郡 山 女 子 大 学 附 属 高 等 学 校教 福島第四小学校 湯野小学校 清水中学校

育 三河台小学校 松川小学校 伊達小学校 盲 学 校福 島 市 立 福 島 市 立 伊 達 町 立
指 森合小学校 福島第一中学校 伊達中学校 聾 学 校福 島 市 立 福 島 市 立 伊 達 町 立
導 瀬上小学校 茂庭中学校 朝日が丘小学校福 島 市 立 福 島 市 立 郡山市立
課
・ ②マルチメディア活用学 学校を高速回線で接続する地域教育用ネッ 1 1 ～㍻1 5 富田中学校平 成 年 度 年 度 郡 山 市 立
養 校間連携推進事業 トワークにおいて、マルチメディアを活用 御舘中学校郡 山 市 立
護 して学校間連携を推進し、インターネット 移 中 学 校船 引 町 立
教 の有効活用や地域教育用ネットワークの 葛尾小学校葛 尾 村 立
育 在り方に関する先導的研究開発を行う。 葛尾中学校葛 尾 村 立
課 あぶくま養護学校
・ 小原田小学校 富田東小学校 郡山第三中学校郡 山 市 立 郡 山 市 立 郡山市立
生 富田西小学校 郡山第一中学校 郡山第六中学校郡 山 市 立 郡 山 市 立 郡山市立
涯

平 成 年 度 年 度 須 賀 川 養 護 学 校 医 大 分 校学 ③次世代ＩＴを活用した 次世代ＩＴ（高速広域回線網などの最先端 1 2 ～㍻1 5
習 未来型教育研究開発事業 の情報技術）を活用したネットワーク環境 聾 学 校 福 島 分 校
課 や情報機器等により、最先端の情報通信環 福 島 高 等 学 校学 法

学 法 桜 の 聖 母 中 高 等 学 校境を構築し、教育利用や教育方法の研究開 ･
日 本 大 学 東 北 郡 山 高 校発を行う。

尚 志 高 等 学 校学 法
伊達東小学校 尾野本小学校 西会津中学校 石 川 高 等 学 校伊 達 町 立 西 会 津 町 立 西 会 津 町 立 学 法

梁 川 町 立 西 会 津 町 立 福 島 大 学 附 属 小 学 校梁川中学校 群岡小学校 福島工業高等学校
西 会 津 町 立 西 会 津 町 立 福 島 大 学 附 属 中 学 校新郷小学校 新郷中学校 福島商業高等学校
西 会 津 町 立 西 会 津 町 立 福 島 大 学 附 属 養 護 学 校奥川小学校 奥川中学校 保 原 高 等 学 校

野沢小学校 群岡小学校 西 会 津 高 等 学 校西 会 津 町 立 西 会 津 町 立

①研究開発学校 小学校において、地域や学校、児童の実態 ㍻1 1 ～㍻1 3 福島第三小学校年 度 年 度 福島市立
等に応じて、横断的、総合的な学習や児童
の興味、関心等に基づく学習など、教育課

教 程の研究開発を行う。（小学校における総
合的な学習の時間の研究開発）

育
②生きる力をはぐくむ 「子ども読書年」及び移行措置による新学 1 2 ～ 13 相馬郡小高町平 成 年 度 平 成 年 度

指 読書推進活動事業 習指導要領の実施を契機として、子どもた （推進協力校）
(読書活動推進地域事業) ちの「生きる力」をはぐくむ読書活動の一 小 高 小 学 校

導 層の推進に資するため、学校図書館を含め 福 浦 小 学 校
た学校における学習活動、公共図書館の活 金 房 小 学 校

課 用、家庭での働きかけなどを相互に連携さ 鳩 原 小 学 校
せながら、学校・家庭・地域社会が一体と
なった読書活動を推進するための総合的な
取り組みを推進する。



課 事 業 名 目 的 指 定 期 間 研究学校(地区)名

③学校におけるボランテ 特色ある教育活動の展開「総合的な学習の 1 2 ～ 13 保原小学校平 成 年 度 平 成 年 度 保 原 町 立

ィア等活用推進事業 時間」の 効果的な実施や開かれた学校づ 熱海中学区郡 山 市 立

くりの積極的な推進等のために、学校の教 西田中学区郡 山 市 立

育活動に地域の人材を学校ボランテｲア等 小野中学区小 野 町 立

として効果的に活用し、地域の活力の導入 浮金中学区小 野 町 立

・活用を推進する方策等について実践的な 石川中学区石 川 町 立

教 研究を行う。

④生徒指導総合連携推進 市町村等を単位とした生徒指導総合連携推 1 2 ～ 13 矢 吹 町平 成 年 度 平 成 年 度

事業 進地域を指定し、地域の構成員である家

庭、学校、地域住民、企業、民間団体、関

係機関が一体となって、各地域がそれぞれ

指 抱える生徒指導上の問題に対する実践的な

取組を行う。

⑤道徳教育体験活動推進 これまで個々に実施していた体験的活動事 1 2 ～ 13 い わ き 市平 成 年 度 平 成 年 度

事業 業を道徳教育推進のための事業として再構

築し、家庭や地域の協力を得て行う道徳性

導 を養う体験的活動の在り方等について実践

的な調査研究を行い、心の教育の推進に資

す る 。

⑥子育て支援活動の推進 近年の少子化、都市化等の進展の中で、幼 1 2 ～ 13 会 津 本 郷 町平 成 年 度 平 成 年 度

に関する調査研究 稚園が地域社会にその教育機能や施設を開

課 放し、地域の幼児教育センター的な役割

を果たしていけるように実践的な研究を行う。

⑦体育・スポーツ推進校 体力の向上や体つくり運動、課題解決型の 1 1 ～㍻1 3 油 井 小 学 校平 成 年 度 年 度 安 達 町 立

学習、武道指導、「総合的な学習の時間」 内郷第一中学校い わ き 市 立

における自然体験的活動などを通じた心身 1 2 ～㍻1 3 みさか小学校平 成 年 度 年 度 白 河 市 立

の健康づくり、運動部活動などから複数の 山 都 中 学 校山 都 町 立

テーマを選び総合的に実践研究を行う。

①盲・聾・養護学校新教 盲・聾・養護学校において自立活動や総合 1 2 ～㍻1 3 須 賀 川 養 護 学 校平 成 年 度 年 度

育課程推進事業 的学習の時間の取り組みを行うとともに、

その成果を保護者や地域に発信し、積極的

養 に地域における特殊教育の拠点としての魅

力あふれる学校づくりを行う。

護 ②特殊教育における福祉 本県における教育と医療、福祉関係機関が 1 3 会 津 養 護 学 校平 成 年 度

・医療との連携に関する それぞれの機能をより効果的に果たす相互 平 養 護 学 校

実践研究 の連携体制確立する方策について実践的な （予定）

教 研究を行い、盲・聾・養護学校における実

践的な医療的バックアップ体制の条件整備

の基盤形成に資する。

育

③学習障害児（L D）に対 学習障害児の指導方法の在り方についてモ 1 3 ～ 14 （ 未 定 ）平 成 年 度 平 成 年 度

する指導体制の充実事業 デル事業を実施し、また、指導内容の充実

課 を図るため、専門家による巡回相談を行う

ことにより、学習障害児に対する指導体制

の整備、効果的な指導を行うための方策に

ついて実践研究を行う。



課 事 業 名 目 的 指 定 期 間 研究学校(地区)名

養 ④障害のある子どものた 障害のある子どもについて、教育委員会が 1 3 ～ 14 （ 未 定 ）平 成 年 度 平 成 年 度
護 めの教育相談体系化推進 中心となり、医療・福祉機関と連携を図り
教 事業 つつ、早期から保護者の悩みに応え、適切
育 な教育の場と可能なサービスについて情報
課 を提供し、就学後の教育相談にも応じるト

ータルケアの教育相談の体制整備を図る。

①歯・口の健康つくり推 児童の口腔の健康つくりを実践できるよう 1 3 ～ 14 楢葉南小学校平 成 年 度 平 成 年 度 楢 葉 町 立
進指定校 にするための具体的な方法について研究を

行い、生涯にわたる心身の健康な生活習慣
ス の基礎つくりに資する。

②健康教育総合推進モデ 学校内の養護教諭や学校栄養職員など専門 1 3 ～ 15 東 和 町平 成 年 度 平 成 年 度
ポ ル事業 性を有する教職員や学校外の専門家を十分

活用した組織的・体系的な教育活動の推進
を図るため「モデル地域」で設定した健康
課題について実践的、総合的な調査研究を行う。

ー

③交通安全教育実践地域 「交通安全教育実践地域」を設置し、交通 1 2 ～㍻1 3 本 宮 高 等 学 校平 成 年 度 年 度
ツ 事業 ルールの尊守や交通マナーの向上を重視し

た交通安全教育を行い、高校生の悲惨な交
通事故を防止するとともに、交通社会人と

健 しての必要な資質を身につけさせる。

④衛生管理推進地域指定 効果的な衛生管理体制の在り方について実 1 2 ～㍻1 4 大 信 村平 成 年 度 年 度
康 事業 践的な調査研究を行い、その成果の普及を

図 る 。

課 ⑤食生活に関する教育実 学校関係者のみならず保護者や地域の関係 1 2 ～㍻1 3 上大越小学校平 成 年 度 年 度 大 越 町 立
践事業 者等が協力して、食生活の正しい理解と望

ましい習慣を身につけさせるための実践的
な研究を行う。

(2) 県教委研究学校（地区）指定事業計画
（関係課主管指定校）

課 事 業 名 目 的 指 定 期 間 研究学校(地区)名

養 ①であい ふれあい サポ 障害のある児童生徒が、多くの人々と出会 1 3 ～ 14 郡 山 養 護 学 校平 成 年 度 平 成 年 度
護 ートプラン い、ふれあいを通して自ら学び、自ら考え、 あぶくま養護学校
教 主体的に行動できる「生きる力」を育み、 富 岡 養 護 学 校
育 社会参加・自立できるよう支援する。 聾 学 校
課

(3) その他の研究学校（地区）指定事業計画

（スポーツ健康課主管指定校等）①日本体育学校健康センター

事 業 名 目 的 指 定 期 間 研究学校(地区)名

①学校安全に関する研究 学校における安全教育及び安全管理に関する 1 2 ～㍻1 3 和田幼稚園平 成 年 度 年 度 須 賀 川 市 立
実践的研究を行い、学校安全の向上に資する。


